
なぜマレーシア？

英語が準公用語！

スイスに本部を置く国際語学教育機関Education Firstによる非英語圏123か国の英語力調査（2025）によるとマレーシアの

英語力ランキングは世界24位。フィリピン（28位）を抜きアジア1位に！ちなみに日本は96位😢。

英語のレッスンだけでなく、町中で英語を話すチャンスがあります！

近い！

時差が1時間。フライトも7時間程度で短期留学時の体への負担が軽い！

費用が比較的安い！

近いので飛行機代もアメリカやオーストラリアに行くより安く、物価も安いので滞在費も安い！

安全！

マレーシア政府が観光客誘致のために治安のよい国造りに努めているため治安が良い！

（Global Peace Index 2024 による世界平和度指数：日本12位、マレーシア13位）

多様な文化に触れることがでできる！

複数の民族（マレー系・中国系・インド系）、宗教（イスラム教・仏教・ヒンドゥー教、キリスト教）の人がいるので、

観光でも食事でもいろいろな文化に触れることができる！  

日程 2027年3月25日～4月2日 月日 曜日 スケジュール 宿泊 食事

旅行代金 42万円前後 1 3/25 木曜 20:30 羽田集合 機内 軽食

＊燃料ｻｰﾁｬｰｼﾞ込み シンガポールエアライン利用 22:55発ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ経由ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙへ

（往路は約3時間、復路は約2時間シンガポールで乗り継ぎ待ち） 2 3/26 金曜 9:30着後ﾎﾃﾙﾁｪｯｸｲﾝ ホテル 朝昼夜

＊上記は引率講師をのぞき、各教室からの参加者が5名以上いる場合の金額概算です ELCﾚｯｽﾝ(3H)近隣探索

＊旅行代金に含まれるもの：国際線往復運賃、ホテル、食事（右記の通り） 3 3/27 土曜 ELCﾚｯｽﾝ(4H） ホテル 朝昼夜

　　　　　　　　　　　　　現地交通費、英語研修費用、観光ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ費用 ﾓｽｸ見学・ｲｽﾗﾑｱｰﾄ美術館

＊旅行代金に含まれないもの：パスポート代、日本国内交通費、海外旅行保険料、土産物代 4 3/28 日曜 終日観光　ﾋﾟｭｰﾀｰ工場 ホテル 朝昼夜

対象 ECCジュニア教室在籍の現小5～高3 ﾊﾞﾄｩｹｲﾌﾞ･ｾﾝﾄﾗﾙﾏｰｹｯﾄ他

滞在 ホテル（Hotel Ibisブキッビンタン予定） 5 3/29 月曜 Dignity School訪問 ホテル 朝昼夜

＊2～4人、男女別の部屋割りとなります。 交流・ﾊﾞﾃｨｯｸ染め

食事 現地での朝食はホテル1階レストラン（ビュッフェ予定） 6 3/30 火曜 ELCﾚｯｽﾝ(5H) 洗濯 ホテル 朝昼夜

昼食、夕食はフードコートや屋台で自分で好きなものを KLCCﾀﾜｰ観光

先生から渡される予算内で注文する場合と、全員で同じ 7 3/31 水曜 ELC英語ﾚｯｽﾝ(5H) ホテル 朝昼夜

レストランで食べる日があります♪ ｶﾝﾎﾟﾝﾊﾞﾙにて地元の方と交流

最少催行人数 1教室5名以上かつツアー全体で10名以上の場合成立 8 4/1 木曜 ELC英語ﾚｯｽﾝ(5H) ホテル 朝昼夜

定員 全教室合計で30名程度まで（ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ等、受け入れ先規模の関係上） 日本のみんなに報告Zoom

スタッフ 各教室講師が空港集合から解散まで同行 9 4/2 金曜 10:25ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ発 朝昼夜

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ経由21:55羽田着

旅行企画実施 （株）エムアールシージャパン／東京都知事登録旅行業3－5248／受注型企画旅行

現地語学学校 English Language Company 利用予定航空会社 シンガポールエアライン

研修形態 小学生はクローズドクラス。このツアーの参加者だけで受講する予定です。

中高校生は後半3日は一般クラスに入り様々な国の学生と一緒に受講する予定です。

レッスンは22時間！週1時間のECCのレッスンで考えると約半年分にあたります。

観光・ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ（予定）

授業の後の観光やｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞに加え、Dignity Schoolの生徒との交流やｶﾝﾎﾟﾝﾊﾞﾙでの地元の方との交流も予定しています。

参加申し込みスケジュール

7月26日(日)18:00～ ツアー説明会（Zoom）→仮申込みスタート（Google Form）*定員になり次第次第締め切り。

8月末日仮申込締め切り 仮申込み人数をベースにレッスンやホテルを手配。

9月中旬 仮申込み者にツアー代金確定版案内。参加人数割部分に影響するため、これ以降キャンセル料あり。

9月末 申込金入金をもって本申し込み完了。 （参加者顔合わせ・ミーティング・説明会等、Zoomで1月と3月の2回実施）

2月 残金入金

2027年春休み　教室講師と行く♪　マレーシア（ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ）短期留学ツアー

マレーシア政府観光局後援！


